
空き家の実態・意向に関するアンケート調査 
 

 御協力のお願い  

日頃より、本市のまちづくりの推進に御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、全国的に人口減少、少子高齢化の進展などの様々な要因により、空き家が増加しており、中でも

適切な管理が行われていない空家等は、防災、衛生、景観等の面から地域住民の生活環境に深刻な影響を

及ぼすおそれがあります。 

本市におきましても、適切な管理が行われていない空き家に対する改善の相談・申出が多く寄せられて

おり、空き家への適切な対策や対応が求められています。 

こうしたことから、平成２６年１１月に公布されました「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基

づき、本市における空家等問題に対する施策を総合的かつ計画的に推進するため、「習志野市空家等対策計

画」を策定いたしました。 

そこで、空き家と思われる住宅の所有者の皆様方に対し、その住宅に関する状況の確認及び将来の利活

用に関する意向をお伺いし、今後の本市の空家等対策に関する各施策を推進するための基礎資料とさせて

いただきたいと考えております。 

つきましては、誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨を御理解いただき、御協力いただきますよう

お願い申し上げます。 

平成２９年８月 

習志野市長 宮本 泰介 
 

 調査票の記入について  

  １．平成 28 年度に実施した空家等実態調査において、外観目視により空き家と思われる家屋の所有者

の方に送付しております。 

空き家ではないにも関わらず送付されている場合につきましても、大変恐縮ではございますが、

問１のみ御記入いただき、調査用紙を返信用封筒に入れ、ポストへ投函をお願いいたします。 

２．御記入にあたっては、できる限り住宅の所有者がお答えください。 

  ただし、所有者が記入できない事由（介護施設に入所しているなど）がある場合は、住宅を管理

している方がお答えください。 

  ３．御記入の内容は、回答時点としてください。 

  ４．あてはまる番号に○を御記入ください。 

    また、「その他」を選択した場合は、（  ）に具体的な内容を御記入ください。 

  ５．御記入いただきました個人情報につきましては、適正に管理し、回答されました内容は 

    目的外に使用することはございません。 

  ６．この調査についてのお問い合わせは、次へお願いいたします。 

●習志野市 協働経済部 防犯安全課 防犯係 

〒275－8601 習志野市鷺沼 2－1－1 

電話：047－451－1151（代表） 

FAX：047－453－5578 

         mail：bouan@city.narashino.lg.jp 

 

御回答後、平成 29 年９月２９日（金）までに調査用紙を 

同封の返信用封筒に入れ、ポストへ投函をお願いいたします。 

習志野市 
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◎回答いただくのは、次の所在地にある住宅についてです。 

対象住宅 習志野市 

 

問１ 対象住宅について、確認します。（１つ選択） 

   １．自分または親族のものである  ⇒問２へお進みください。 

２．不明 

３．心当たりがない 

４．売却・譲渡済み 

５．解体済み 

 

 

 

問２ 対象住宅の使用状況について、お伺いします。 

（１）現在、対象住宅を使用していますか。（１つ選択） 

１．使用している  ⇒（２）へ 

２．使用していない  ⇒ 問３へ 

 

（２）どのように使用していますか。（１つ選択） 

１．自宅として使用している 

２．通勤のため平日のみ使用している 

３．週末や休暇時に使用している 

４．住宅以外（仕事場・作業場・倉庫・物置等）の目的で使用している 

５．その他（                           ） 

 

（３）利用頻度はどのくらいですか。（１つ選択） 

１．毎日               ２．毎週１回程度 

３．毎月１回程度           ４．２～３ヶ月に１回程度 

５．半年に１回程度          ６．１年に１回程度 

７．その他（          ） 

 

 

問２で「１．使用している」を選択し、（２）、（３）を回答していただいた方は、 

アンケート終了です。 

調査用紙を同封の返信用封筒に入れ、平成 29 年 9 月 29 日（金）までにポストへ 

投函をお願いいたします。 

 

アンケート終了です。 

調査用紙を同封の返信用封筒に入れ、 

平成 29 年 9 月 29 日（金）までにポストへ投函をお願いいたします。 
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問３ 対象住宅の所有者について、お伺いします。 

（１）家屋の所有者は、どなたですか。（１つ選択、年代も記入） 

１．自分   （年代：   歳代）  ２．父親または母親 （年代：   歳代） 

３．兄弟姉妹 （年代：   歳代）  ４．その他の親族  （年代：   歳代） 

５．自身を含めた親族の共有      ６．自身を含めない親族の共有 

７．相続等により未確定        ８．その他（            ） 

 

（２）土地の所有者は、どなたですか。（１つ選択、年代も記入） 

※家屋と土地の所有者が異なる場合のみ、お答えください。  

１．自分   （年代：   歳代）  ２．父親または母親 （年代：   歳代） 

３．兄弟姉妹 （年代：   歳代）  ４．その他の親族  （年代：   歳代） 

５．自身を含めた親族の共有      ６．自身を含めない親族の共有 

７．相続等により未確定        ８．その他（            ） 

 

 

 

問４ 対象住宅の現状について、お伺いします。 

（１）対象住宅が建築された時期はいつ頃ですか。（１つ選択） 

１．昭和３５年以前          ２．昭和３６年～昭和４５年 

３．昭和４６年～昭和５５年      ４．昭和５６年～平成２年 

５．平成３年～平成７年        ６．平成８年～平成１２年 

７．平成１３年～平成１７年      ８．平成１８年～平成２２年 

９．平成２３年以降          10．不明 

 

（２）使用しなくなってからどのくらい経ちますか。（１つ選択） 

１．１年未満             ２．１年以上～３年未満 

３．３年以上～５年未満        ４．５年以上～１０年未満 

５．１０年以上            ６．不明 

 

（３）使用しなくなった理由は何ですか。（複数選択可能） 

１．転居したため 

２．転勤等により長期不在のため 

３．住居用に取得したが入居していないため 

４．居住者が施設入所・長期入院したため 

５．居住者が死亡したため 

６．相続等により取得したが、居住者がいないため 

７．貸していた人が転居したため 

８．その他（                       ） 
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問５ 対象住宅の管理について、お伺いします。 

（１）対象住宅の管理を行っていますか。（１つ選択） 

１．行っている ⇒（２）へ 

２．行っていない ⇒（５）へ 

 

（２）管理はどのくらいの頻度で行っていますか。（１つ選択） 

１．ほぼ毎日             ２．週に１回程度 

３．月に１回程度           ４．２～３ヶ月に１回程度 

５．半年に１回程度          ６．１年に１回程度 

７．その他（          ） 

 

（３）管理はどなたが行っていますか。（１つ選択） 

１．所有者または家族         ２．親族 

３．近所の方             ４．知人・友人 

５．民間業者（管理会社、植木剪定業者等） 

６．その他（                 ） 

 

（４）管理はどのようなことを行っていますか。（複数選択可能） 

１．門扉や戸締りの確認        ２．外回りの清掃、除草、庭木の手入れ 

３．郵便物、チラシなどの整理・処分  ４．窓を開けて空気の入れ替え 

５．建物の定期的な修繕・補修     ６．家屋内の清掃 

７．水回りの点検           ８．災害（地震・台風など）後の見回り 

９．その他（                 ） 

 

（５）管理で困っていることは何ですか。（複数選択可能） 

１．年齢・体力的につらく、作業が大変 

２．遠方に住んでいるので管理が困難 

３．管理の委託料（植木剪定料等）が高い 

４．管理を頼める人がいない 

５．管理の仕方が分からない 

６．相談をどこにしたらいいかわからない 

７．特になし 

８．その他（                 ） 
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問６ 対象住宅の今後の利活用について、お伺いします。 

（１）対象住宅の今後の利活用について、どのようにお考えですか。（複数選択可能） 

１．将来、自分または家族等が住む 

２．今後も自分または家族等が管理をする 

３．セカンドハウスとして使用する 

４．住宅以外（仕事場・作業場・倉庫・物置等）として使用する 

５．子や孫などに任せる 

６．売却したい 

    ７．貸したい 

８．解体したい 

９．行政で利用してもらいたい 

10．予定なし（現状のまま）  

11．その他（                      ） 

 

（２）今後の利活用について、心配事や困っていることはありますか。（複数選択可能） 

   １．今後利活用の予定がないため、どうしたよいかわからない 

   ２．リフォームしたいが、その費用の支出が困難でリフォームできない 

３．解体したいが、その費用の支出が困難で解体できない 

   ４．解体して更地になることで固定資産税等が上がる 

   ５．賃貸・売却したいが相手が見つからない 

    ６．愛着があり賃貸、売却できない 

７．リフォームしないと使用できる状態ではない 

   ８．荷物が置いたままであり、その処分に困っている 

    ９．親族間で意見の違いがある（相続問題等） 

    10．相談をどこにしたらいいかわからない 

    11．特になし 

    12．その他（             ） 

 

（３）あれば利用したい支援制度等はありますか。（複数選択可能） 

１．空き家の管理・利活用などの情報提供 

２．空き家バンク制度※ 

３．不動産や法律などの専門家への相談 

４．管理に対する費用の支援 

５．修繕や改修に対する費用の支援 

６．解体に対する費用の支援 

７．建物の耐震性・老朽化による危険性の診断等の支援 

８．その他必要と思われる支援制度 

 

     

※空き家バンク：空き家の賃貸・売却を希望する方から申込みを受けた情報を、 

空き家の利用を希望する方に紹介する制度 

解体後の土地をどのように活用されますか。 

（１つ選択） 

１．更地のまま  ２．菜園など 

３．売却したい  ４．貸したい 

５．予定なし   ６．その他（      ） 

どのような専門家に相談したいですか。 

（複数選択可能） 

１．弁護士       ２．司法書士 

３．宅地建物取引業者  ４．建築士 

５．その他（          ） 
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問７ 住宅の管理や活用などについて、市に対して御意見・御要望がありましたら 

御自由に御記入ください。 
 

 

 

 

以上でアンケートは終了です。 

調査用紙を同封の返信用封筒に入れ、平成 29年 9月 29 日（金）までに 

ポストへ投函をお願いいたします。 

 

御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケートの問合せ＞ 

習志野市 協働経済部 防犯安全課 防犯係 

〒275－8601 習志野市鷺沼 2－1－1 

電 話：047－451－1151（代表） 

FAX：047－453－5578 

mail ：bouan@city.narashino.lg.jp 

 


